



















 （2）ヒト F1 モーターの回転触媒機構
 （3）細菌 F1 モーターの化学・力学共役の仕組み
 （4）ATP合成酵素の阻害因子 IF1 の役割
2013 年度，これらの研究を進めて，計 33 報の論文を国際誌に発表した。
キーワード：翻訳アレスト，転写複合体，アルギニンADPリボシル化，大腸菌の死，シャペロニン
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YidC 経路によって膜に挿入される。枯草菌に存在する二つのYidC 因子のうち，SpoIIIJ が主要な因
子として働いているが，SpoIIIJ の活性が低下すると，第 2の因子であるYidC2 が誘導されて働く。
MifM は YidC 経路の活性をモニターして，活性低下時にYidC2 の翻訳を誘導する制御因子であり，

























スチェイス in vivo 実験と精製因子を用いる in vitro 翻訳実験で同時並行的に調べた。その結果，多
くのタンパク質の合成が合計 4000 箇所近くに及ぶ部位で減速するという予想外の事実が明らかに
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ク質では染色体での gfp fusion で画像化が可能である。最大の長所は，光退色がVenus に比べて，in 
























献を引用して整理し，混乱の主因は，ブランド雑誌に掲載された 1分子 FRET等の ” 有名実験 ”で，
実験手段の適用限界を超えたり，過剰に単純化したモデルを導入した誤った解釈であることを明らか
にした。その上で，実験的証拠で裏付けをもつ abortive 転写の新機構として，backtracking model を
提唱した。このmodel は，1-3 の問題の解答を与え得る。また，ブラウン運動に，速度論や遷移状態
理論を導入することの誤りを明確にして，正確な物理学の上に解釈を行うべきことを指摘した（Chem 
Rev）。また，この考えを発展させ，米国NCI の M.Kashlev のグループと共同して，転写の pause と
その生理的意義を論じた（Transcription）。
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ニットは宿主mRNAの cap 構造を認識し取り込む cap snatching 機構を持つ。このドメインの結晶構
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および分子シャペロン BiP と複合体を形成することを見出した。ERdj5 は小胞体で末期的にミス
フォールドした分解基質のジスルフィド結合を自身の還元活性で切断し，小胞体からサイトゾルへの
排出を促進し，タンパク質品質管理において重要な役割を果たしていることを見出した（R. Ushioda 
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要がある。しかし，これはこの 15 年間，世界の誰もできなかった。今回，私たちは 1分子観察によっ
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Abstract
Five research groups constitute Structural Biology Research Center and are studying the 
mechanisms of “protein synthesis and quality control”.
Koreaki Ito: translation arrest/  Nobuo Shimamoto: Life and death of E.coli/  Hideaki Tsuge: virus 
RNA polymerase structure, ADP-ribosyl transferase/ Kazuhiro Nagata: protein quality control in 
endoplasmic reticurum/ Masasuke Yohsida: chaperonin, ATP synthase
Five groups are actively studying these topics and published 33 papers in international journals.
Keywords : translation arrest, transcription complex, ADP-ribosylation, live and death of E.coli, 
chaperonin
Study reports from Structural Biology Research Center
Masasuke YOSHIDA
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